
効効率率的的・・効効果果的的なな食食育育指指導導

令令和和３３年年６６月月１１７７日日((木木))

令令和和３３年年度度食食育育にに関関すするる調調査査研研究究会会

福島県教育庁健康教育課

指導主事 志賀 敦子

１ 食に関する指導の根拠（法令関係）

２ 食に関する指導の内容
（ふくしまっ子栄養教室・高校生ための栄養教室より）

３ 効果的な資料の作成方法

【本日の内容】

第３ 食育の総合的な促進に関する事項

２．学校、保育所等における食育の推進

社会状況の変化に伴い、子供たちの食の乱れや健康への影響が見

られることから、学校、保育所等には、引き続き、子供への食育を進

めていく場として大きな役割を担うことが求められている。

（中略）

学校においては、学童期、思春期における食育の重要性を踏まえ、

給食の時間はもとより、各教科や総合的な学習の時間等、農林漁業体

験の機会の提供等を通じて、積極的に食育の推進に努め、子供たちの

食に対する意識の変容の方向性や食に対する学びの深化の程度等を、

食を営む力として評価していくことが求められている。

第４次⾷育推進基本計画

１ 食に関する指導の根拠（法令関係）

第１章 総則 第１小学校（中学校）教育の基本と教育課程の役割

２(3) 学校における体育・健康に関する指導を，児童（生徒）の発達の

段階を考慮して，学校の教育活動全体を通じて適切に行うことによ

り，健康で安全な生活と豊かなスポーツライフの実現を目指した教

育の充実に努めること。特に，学校における食育の推進並びに体力

の向上に関する指導，安全に関する指導及び心身の健康の保持増

進に関する指導については，体育科（保健体育科），家庭科（技術・

家庭科）及び特別活動の時間はもとより，各教科，道徳科＜，外国

語活動＞及び総合的な学習の時間などにおいてもそれぞれの特質

に応じて適切に行うよう努めること。また，それらの指導を通して，

家庭や地域社会との連携を図りながら，日常生活において適切な

体育・健康に関する活動の実践を促し，生涯を通じて健康・安全で

活力ある生活を送るための基礎が培われるよう配慮すること。

*〈 〉内は小学校のみ記載。（）内は中学校において記載。

学習指導要領（小・中学校）

食育基本法

【前文】

子どもたちが豊かな人間性をはぐくみ、生きる力を身に付けていくために

は、何よりも「食」が重要である。今、改めて、食育を、生きる上での基本で

あって、知育、徳育及び体育の基礎となるべきものと位置付けるとともに、

様々な経験を通じて「食」に関する知識と「食」を選択する力を習得し、健

全な食生活を実践することができる人間を育てる食育を推進することが求

められている。もとより、食育はあらゆる世代の国民に必要なものであるが、

子どもたちに対する食育は、心身の成長及び人格の形成に大きな影響を

及ぼし、生涯にわたって健全な心と身体を培い豊かな人間性をはぐくんで

いく基礎となるものである。
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心身の健康に関する領域「健康」において「先生や友達と食べること

を楽しみ、食べ物への興味や関心をもつ」ことが指導する内容とされて

います。

また、幼児の発達を踏まえた指導を行うに当たって留意すべき事項

として、「健康な心と体を育てるためには食育を通じた望ましい食習慣

の形成が大切であることを踏まえ、幼児の食生活の実情に配慮し、和

やかな雰囲気の中で教師や他の幼児と食べる喜びや楽しさを味わった

り、様々な食べ物への興味や関心をもったりするなどし、食の大切に気

付き、進んで食べようとする気持ちが育つようにすること」とされていま

す。

幼稚園教育要領

(5) 高等学校における体育・健康に関する指導
第１章 総則 第１款高等学校教育の基本と教育課程の役割

２(3) 学校における体育・健康に関する指導を，生徒の発達の段階
を考慮して，学校の教育活動全体を通じて適切に行うことによ
り，健康で安全な生活と豊かなスポーツライフの実現を目指した
教育の充実に努めること。

特に，学校における食育の推進並びに体力の向上に関する指
導，安全に関する指導及び心身の健康の保持増進に関する指
導については，保健体育科，家庭科及び特別活動の時間はもと
より，各教科・科目及び総合的な探究の時間などにおいてもそれ
ぞれの特質に応じて適切に行うよう努めること。また，それらの指
導を通して，家庭や地域社会との連携を図りながら，日常生活
において適切な体育・健康に関する活動の実践を促し，生涯を
通じて健康・安全で活力ある生活を送るための基礎が培われる
よう配慮すること。

学習指導要領（高等学校）

学校教育活動全体を通して、学校における食育の推進を図り、食
に関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指します。

（知識・技能）
食事の重要性や栄養バランス、食文化等についての理解を図り、

健康で健全な食生活に関する知識や技能を身に付けるようにする。

（思考力・判断力・表現力等）
食生活や食の選択について、正しい知識・情報に基づき、自ら管

理したり判断したりできる能力を養う。

（学びに向かう力・人間性等）
主体的に、自他の健康な食生活を実現しようとし、食や食文化、食

料の生産等に関わる人々に対して感謝する心を育み、食事のマナーや
食事を通じた人間関係形成能力を養う。

（食に関する指導の手引きｰ第二次改訂版ｰ）

食に関する指導の目標

幼児教育から高等学校まで、切れ目のない食育を推進していくこ

とで、子供の健康な食習慣、運動習慣の定着を図っていくことが大変

重要です。そのために、幼児教育と小学校及び中学校、小学校及び

中学校と高等学校の接続を意識し、教科等横断的な視点で教育課

程を編成していく必要がある。 （食に関する指導の手引きｰ第二

次改訂版ｰ）

◇ 食事の重要性、食事の喜び、楽しさを理解する。 【食事の重要性】

◇ 心身の成長や健康の保持増進の上で望ましい栄養や食事のとり方を理

解し、自ら管理していく能力を身に付ける。 【心身の健康】

◇ 正しい知識・情報に基づいて、食品の品質及び安全性等について自ら

判断できる能力を身に付ける。 【食品を選択する能力】

◇ 食べ物を大事にし、食料の生産等に関わる人々へ感謝する心をもつ。

【感謝の心】

◇ 食事のマナーや食事を通じた人間関係形成能力を身に付ける。

【社会性】

◇ 各地域の産物、食文化や食に関わる歴史等を理解し、尊重する心をも

つ。 【食文化】

食育の視点

２ 食に関する指導の内容
（ふくしまっ子栄養教室・高校生のための栄養教室より）
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学級活動（２）内容と項目

【小学校】
エ 食育の観点を踏まえた学校給食
と望ましい食習慣の形成

給食の時間を中心としながら、健
康によい食事のとり方など、望ましい
食習慣の形成を図るとともに、食事
を通して人間関係をよりよくすること。

【中学校】
オ 食育の観点を踏まえた学校給食
と望ましい食習慣の形成

給食の時間を中心としながら、成
長や健康管理を意識するなど、望ま
しい食習慣の形成を図るとともに、食
事を通して人間関係をよりよくするこ
と。

学級活動（２）
日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年
好き嫌い ○ ○ ○
野菜の働き ○ ○
⾷事のマナー ○ ○ ○
給⾷のひみつ ○ ○
元気になる⾷事 ○
はしの持ち⽅・使い⽅ ○
栄養のバランス ○ ○ ○
おやつについて考えよう ○ ○ ○ ○
朝⾷ ○ ○ ○ ○ ○
早寝早起き朝ごはん ○
寒さに負けない⾷事 ○
⾷べ物の働きと体によい⾷べ⽅ ○
元気になる⾷事 ○
よくかんで⾷べよう ○ ○ ○
成⻑期の⾷事 ○
給⾷と栄養 ○
５⼤栄養素のはたらきとバランス ○ ○
健康な⾷事 ○
⽣活習慣病を予防する⾷事 ○ ○
成⻑期に⽋かせない栄養 ○
⽇本型⾷⽣活のよさを考えよう ○ ○
砂糖の取り⽅ ○
カルシウムの取り⽅ ○
⾷べ物と⾻の関係 ○
肥満の予防と栄養 ○
病気に負けない⾷べ⽅ ○
かぜの予防と⾷べ物 ○
⽣活リズムと⾷事 ○

食に関する指導の学
級活動の題材
（小学校）

＊令和2年度ふくしまっ子栄養教室
まとめ

３ 効果的な資料の作成方法

食に関する指導の
学級活動の題材

（中学校）

１年 ２年 ３年
放射線と⾷物の関係 ○
スポーツと⾷事 ○
朝⾷ ○
選んで⾷べる⼒ ○
⽣活リズムを整えよう ○
成⻑期の⾷事 ○
免疫⼒を⾼める体づくり ○ ○ ○
中学⽣の⾷⽣活 ○ ○
受験期の⾷事 ○
健康な⾷習慣 ○
地産地消について ○
⾷品ロスについて ○
⾷の⾃⼰管理能⼒を⾝につけよう ○
感染症予防の⾷⽣活 ○

食に関する指導の
題材（幼稚園）

たべもののはたらき
朝ごはん
野菜について
⾷事の⼤切さ
好き嫌いしない

PowerPointの基本テクニック〈その１〉

「「ここののププレレゼゼンンをを聞聞くく人人はは誰誰ななののかか？？」」
をを意意識識ししてて作作成成すするる。。

聞く人は誰でしょうか？

小学生？

中学生？

高校生？

幼稚園？

保護者？

同じ内容でも

「内容の構成」「使う用語」

「言い回し」を変える。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R2

R1

H30

6.7

4.1

11.4

6.7

16.2

19.2

46.7

61.2

38.4

11.1

4.1

5.2

13.2

2.1

2.6

2.2

2.1

12.1

13.4

4.1

6.9

6.1

4.2

一人でできる調理実習 スポーツ栄養学 食習慣

朝食 肥満指導 郷土料理・行事食

その他 生活習慣病 一人くらしの食生活

食に関する指導の題材（高校生）
＊令和2年度高校生のための栄養教室より
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PowerPointの基本テクニック〈その２〉

「「11ププレレゼゼンン11テテーーママ」」「「11ススラライイドド11キキーーメメッッセセーージジ」」

タイトル

結論

9.5 10.5
7

10.5

18 18

男性 女性

鉄の必要量(mg)
15～17歳 18～29歳 アスリート

約約2倍倍

１１ススラライイドド
１１キキーーメメッッセセーージジ

注注目目ささせせたたいい部部分分はは、、
色色をを目目立立たたせせるる

キキーーメメッッセセーージジはは中中央央よよりり少少しし上上
ポポジジテティィブブメメッッセセーージジ･･････青青字字
メメガガテティィブブメメッッセセーージジ･･････赤赤字字

４

人人のの目目線線はは左左上上かかららZZ型型でで
動動くく。。

② ちょうどよい行間を見つけましょう

子どもたちが豊かな人間性をはぐくみ、生きる力を身に付けていくためには、何よ
りも「食」が重要である。今、改めて、食育を、生きる上での基本であって、知育、
徳育及び体育の基礎となるべきものと位置付けるとともに、様々な経験を通じて
「食」に関する知識と「食」を選択する力を習得し、健全な食生活を実践すること
ができる人間を育てる食育を推進することが求められている。

子どもたちが豊かな人間性をはぐくみ、生きる力を身に付けていくためには、何よ

りも「食」が重要である。今、改めて、食育を、生きる上での基本であって、知育、

徳育及び体育の基礎となるべきものと位置付けるとともに、様々な経験を通じて

「食」に関する知識と「食」を選択する力を習得し、健全な食生活を実践すること

ができる人間を育てる食育を推進することが求められている。

子どもたちが豊かな人間性をはぐくみ、生きる力を身に付けていくためには、何よ

りも「食」が重要である。今、改めて、食育を、生きる上での基本であって、知育、

徳育及び体育の基礎となるべきものと位置付けるとともに、様々な経験を通じて

「食」に関する知識と「食」を選択する力を習得し、健全な食生活を実践すること

ができる人間を育てる食育を推進することが求められている。

行間1.0

行間１.５

行間１.２

PowerPointの基本テクニック〈その３〉

「「キキーーメメッッセセーージジはは1133文文字字以以内内」」

人が1度に知覚できる文字数は９～１３文字 と言
われています。

夏に流行しやすい
食中毒の予防について

夏に流行 食中毒予防

運動時の熱中症に
注意してください。

注意!!
運動時の熱中症

子どもたちが豊かな人間性をはぐくみ、生きる力を身に付けていくためには、何よりも

「食」が重要である。今、改めて、食育を、生きる上での基本であって、知育、徳育及び

体育の基礎となるべきものと位置付けるとともに、様々な経験を通じて「食」に関する知

識と「食」を選択する力を習得し、健全な食生活を実践することができる人間を育てる食

育を推進することが求められている。

1.0
1.5
2.0
3.0
行間オプション

PowerPointの基本テクニック〈その４〉

「「文文章章をを読読みみややすすくくすするる」」

① 文字の大きさで重要度が伝わります

○見出しや強調分
重要度が「高」
大きな文字を使って目立たせる。

○本文や箇条書き
重要度「中」
必ず読んでほしいものや本文は、

大きすぎず、小さすぎず。

○後で読んで欲しい説明文
重要度「低」
思い切って小さな文字で。

高 ３６あいうえお
３２あいうえお

中 ２８あいうえお
２４あいうえお
２０あいうえお
１８あいうえお

低 １６あいうえお

１４あいうえお

１２あいうえお
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③ 一行を短くする

表紙①

ブリッジ・スライド②

【本日の内容】
１ ・・・・
２ ・・・・
３ ・・・・

本編スライド③～
㉘
ここを知って欲しい!!と
いうポイントを３～５つ
絞り、その事について解
説する。

高校生のための栄養教室
令和○年○月○日

タイトル

○○市立○○小学校

栄養教諭 ○○
○○

まとめ㉙～㉚

話をした内容につい
ての振りかえりやま
とめ

【PowerPoint作成の基本構成】

・福島県教育委員会発行
「自分手帳」

・文部科学省
「たのしい食事つながる食育」の活用を

【一口指導資料（PowerPoint）作成の基本構成（例）】

おはしの正し
い
持ち方・使い
方

ご清聴ありがとうございました。
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